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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、アンデス文明の基盤が築かれたとされる形成期（紀元前3000－1
年）の社会変化に際して、社会的統合および地域間交流の中心であったとされる神殿をめぐる諸活動と地域間交
流、およびその関係性がはたした役割を実証的に解明することである。
　そこで本研究では、ペルー北部のワンカバンバ川流域で神殿遺跡を発掘するとともに、作業仮説上、地域間交
流を考えるうえで重要であると推測された、ワンバンバ川周辺の先行研究のない地域において、踏査を実施し
た。
　また、本研究の成果によりこれまでの研究成果を総合し、ペルー北部の地域間ルートを含む地域間交流の実態
を論じることが可能となった。

研究成果の概要（英文）：The object of this research is to consider the relationship between 
interregional interaction and the social activities in the early ceremonial centers in the Andes. 
During the Formative Period (3000-1 B.C.), ceremonial centers were characterized by monumental 
constructions and they played an important role in both regional social integrations and 
interregional interactions. Therefore, it is necessary to evaluate empirically how the activities in
 these centers are related to the pan-regional socio-economic transformations.
In accordance with this objective, an archaeological project was carried out in the Huancabamba 
valley and its adjacent areas in Northern Peru and it was composed of both excavations and surveys.
Through this research, all of the fragmented data of the past researches in the region were 
integrated in the context of early interregional interaction of northern Peru, which includes new 
perspectives on ancient route complex.

研究分野： 先史人類学

キーワード： 文化人類学　先史学　文明　社会変化　アンデス　神殿　交流

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
アンデス形成期（紀元前 3000 年～1 年）は、
文明の胎動期とされる。そのため、形成期研
究の主目的は、人類学や考古学の主要テーマ
である文明形成過程の解明となっている。 
現在、形成期研究の中心にあるのは、神殿
とよばれる公共的・記念碑的・宗教的建造物
である。また、神殿は、形成期において、社
会的統合かつ交流の中心であったと考えら
れている。 
そうした状況のなかで、これまでに神殿の
建設活動自体を社会変化の主要因とする論
や、神殿を核とする地域間交流を文明形成に
おいて重要視する論が展開されてきた。 
しかし、神殿において実際に社会を動かし
た人々の活動や戦略を考察し、地域間交流を
実際に移動あるいはその移動を統御した
人々の実践として、総合的に論じる研究は、
ほとんどない。 
また、神殿をめぐる活動と地域間交流の相
関が、実際に社会を動かした人々の活動や戦
略といった視点から捉えられることも、ほぼ
皆無であった。 
その一方で、近年になり、GIS による地域

間ルート解析や、踏査による地域間ルートの
特定から、ルートと形成期社会の展開との関
係を論じる研究がでてきた。ただし、実際に
社会を動かした社会成員の主体的実践を切
り口に、ルートの成立や衰退、維持や管理を
含めて、神殿をめぐる活動と地域間交流およ
びその関係性を多角的かつ通時的に解明し、
社会動態にアプローチしようとする研究は
なかった。 
そこで、筆者らは 2005 年以降継続的に、

研究上重要とされながら先行調査のなかっ
たペルー北部ワンカバンバ川流域で遺跡分
布調査を行い、同流域で最大規模の神殿遺跡
インガタンボで発掘調査を実施してきた。そ
して、建築や出土遺物、遺跡分布データの分
析に加え、他地域の先行研究との比較や GIS 
を用いたルート解析から、神殿を中心とした
同流域社会の展開と地域間交流の実態解明
に取り組んできた。 
その結果、ワンカバンバ川流域、とくにイ

ンガタンボで生じた以下のことを明らかに
した。 
① 神殿で繰り返される諸活動を通じて、社

会組織が変化した 
② 神殿での活動を支えるため、イデオロギ

ーと関わる情報や物資、技術の獲得や創
出が不可欠となり、地域間交流が重要な
社会戦略となった 

③ 同流域では、地域間交流が活性化すると
同時に急激な社会変化が生じた 

④ その変化には、荷駄獣となるラクダ科動
物の利用開始と関連した地域間ルートの
変化が密接に関与した 

この研究は、形成期研究の底上げだけでな
く、社会変化に際し地域間交流が極めて重要
な役割をはたした社会を事例に、社会成員の

活動と戦略から社会動態を捉えようとした
点において、従来の文明論に新たな視座をも
たらした。 
また、2012〜2013 年には、ワンカバンバ

川流域の南にあるチョターノ川流域におい
ても、遺跡分布調査を実施した。その結果、
近接する両地域は、交流を持ちながらも、神
殿をめぐる活動や地域間ルートとの関わり
において、異なる展開がみられることが想起
された。 
そこで、上記の調査・研究の成果や意義を

継承しつつ、文明形成をめぐる研究に寄与す
るために着想されたのが本研究である。その
ため今後も、神殿を中心に実際に社会を動か
した人々の活動や戦略に焦点をあてていく。
そして、地域間交流に関しては、特定地域だ
けを対象とするミクロな視点だけでなく、地
域間ルートを介して、周辺地域を含むマクロ
な視点からも捉える。 
つまり、ワンカバンバ川流域で神殿を発掘

するだけでなく、周辺地域の遺跡踏査を実施
し、それらに GIS を用いたルート解析を加
えることではじめて、神殿をめぐる活動と地
域間交流の動態的相関を明らかにでき、アン
デス文明形成期社会が展開した背景を追求
することができると考えたのである。 
 
２．研究の目的 
アンデス形成期には、神殿を中心に社会が

成立・展開したとされる。そのため、アンデ
ス文明の形成に際して、神殿をめぐる諸活動
や地域間交流が重要な役割をはたすとされ
るが、両者の関係性についての実証的研究は
不十分である。そこで筆者らは、ペルー北部
ワンカバンバ川流域で考古学調査を継続的
に行い、神殿をめぐる活動と地域間交流、そ
してそれらと社会変化との密接な関係を具
体的に示してきた。これを発展させていくた
めに、本研究では、ワンカバンバ川流域の諸
神殿の発掘に加えて、周辺地域の遺跡踏査に
基づく考古資料の分析、および GIS（地理情
報システム）によるデータ整理とルート解析
を総合して、既述の動態的相関を明らかにし、
従来の文明論に新たな視座をもたらすこと
を目指した。 
 研究課題は以下の 4 つで、本研究期間内で
は（１）～（３）の短期的課題へ集中的に取
り組んだ。（４）の中期的課題については、
（１）～（３）による新たなデータや解釈を
下地に、関連文献を渉猟して理論とデータか
ら引き続き検討していく。 
 
（１）ワンカバンバ川流域の社会的状況の解
明 
流域内で社会統合の核となるインガタン

ボに加えて、同流域に存在する他の神殿を発
掘し、その編年や様相（建設活動、神殿での
儀礼や製作活動、地域間交流）を把握する。
発掘資料の分析や比較を通じて、流域内の神
殿間の関係性を、各神殿に関わる社会成員の



活動や戦略から明らかにし、流域内の社会的
状況を解明する。 
 
（２）周辺地域の研究の底上げ 
先行研究のないペルー北部山地で遺跡踏

査を実施し、神殿の分布状況などの基礎デー
タを充実させる。考古資料から質的に地域間
交流を考察すると同時に、遺跡分布状況と地
域間交流、とくに地域間ルートとの関連を明
らかにして、各地のデータを比較するための
基盤を築く。 
 
（３）地域間交流をめぐる議論の精緻化 
（２）で獲得した遺跡分布データと、以前

よりも詳細になった数値地図を用いて、GIS 
による遺跡データベース作成と地域間ルー
ト解析を行う。この結果を（１）と（２）の
考古資料の質的分析と総合して、地域間交流
をめぐる議論を精緻化する。 
 
（４）神殿をめぐる活動と地域間交流の動態
的相関の解明 
ワンカバンバ川流域でみられた現象を、交

流を有した周辺地域社会と比較し、その特殊
性と共通性を抽出したうえで、神殿をめぐる
活動と地域間交流との相関を明らかにする。
理論的枠組みを構築し、議論の一般化を図る。 
 
３．研究の方法 
（１）平成 26 年度 
ペルー北部で遺跡踏査を実施した。神殿や

地域間ルートと関わる基礎データを獲得し、
それらと生態環境との関連を記録した。 
 
（２）平成 27 年度 
インガタンボに加えて、流域内で第二の規

模を誇ると考えられたイェルマ神殿遺跡の
発掘をおこなった。 
 
（３）平成 28 年度 
ペルーにて出土遺物の分析、実測、写真撮

影を実施しつつ、分析結果を総括した。 
 
なお、全年度を通じて、インガタンボおよ

びイェルマ遺跡の発掘出土資料を、詳細に分
析した。全出土遺物を分析することは困難で
あったため、そのうちの神殿における祭祀活
動や地域間交流と関連する遺物の分析を中
心におこなった。 
また、日本では、ペルーで獲得したデータ

の整理や関連文献の渉猟に加え、専門家と連
携して GIS によるデータベース作成と地域
間ルートの解析に着手した。 
調査成果は、協力者との討議を重ねながら

まとめ、国内外でその都度発表をおこなった。 
 
４．研究成果 
（１）遺跡踏査およびルート研究 
これまでに調査してきたワンカバンバ川

流域とチョターノ川流域の狭間を埋めるよ

うに、インカワシ市とクテルボ市周辺地域で、
広域的な遺跡踏査をおこなった。その結果、
既知の諸遺跡を実見し、遺跡の現状や地表面
で観察される土器から各遺跡の年代的位置
づけを把握するだけでなく、ペルー文化省に
未登録の神殿遺跡や岩絵遺跡などを複数記
録した。 
当初は予期していなかったが、ペルー北部

山中において、ラクダ科動物を現在飼育して
いる地域が新たに確認された。さらに、クテ
ルボ市から東の熱帯低地へ抜ける地点に、形
成期の遺跡はほとんど存在しないことがわ
かった。これらの新たな知見は、ペルー北部
の海岸部、山間部、熱帯低地を結ぶ地域間交
流ルートの同定につながる極めて大きな成
果である。これらのデータは、GIS を用いた
整理が進んでおり、踏査に先だって解析・推
測されていたペルー北部の地域間想定ルー
トを修正し、その精緻化につながった。 
 

（２）発掘調査 
以前より発掘をすすめてきたインガタン

ボ遺跡、および流域内で第二の規模を誇ると
考えられたイェルマ遺跡で発掘調査を実施
した。 
その結果、インガタンボでは、従来の想定

以上に神殿が大規模かつ複雑な構造を呈し
ていたことや、建造物の改築とともに地域間
交流を示す資料が増加していくことが明ら
かになった。これは、神殿をめぐる活動と地
域間交流の相関を論じる際に基礎となる、重
要なデータである。 
また、イェルマでは、形成期の活動はみと

められたものの、われわれが想定していたよ
うな大規模な神殿建築は確認できなかった。
ここからは、形成期のワンカバンバ川流域に
おいて、インガタンボが抜きんでて巨大かつ
複雑な形態を有する神殿遺跡であったこと
が明らかになった。 
 つまり、発掘調査によって、ワンカバンバ
川流域では、複数の神殿が同時併存するもの
の、それぞれに異なる社会展開が存在した可
能性が示唆されたといえる。 
 
（３）出土資料の分析 
これまでの発掘調査から明らかとなった

ワンカバンバ川流域内の多様な社会的状況
を解明する目的で、発掘出土資料を分析した。 
 とくに動植物依存体を中心に分析をすす
めたインガタンボでは、これまで把握してい
た以上に、バラエティに富んだ動物資源が利
用されていたことが明らかとなった。このな
かには、地域間交流に際して荷駄獣とされる
ラクダ科動物も含まれている。 
また、分析出土資料が、神殿の改築時に設

けられた灰層から一括して出土したもので
あることから、神殿における祭祀活動と地域
間交流の関係を議論する下地を築くことが
できた点は、今後の研究展開を考えるうえで
非常に重要なデータであるといえる。 



 さらに、インガタンボとイェルマの土器の
比較によれば、ワンカバンバ川流域の中心的
神殿であるインガタンボでは、土器のバリエ
ーションがより豊富で、周辺地域で特徴的と
される土器の出土もより顕著であることが
確認された。このことは、流域内の他の神殿
よりも、インガタンボが、より積極的に地域
間交流をおこなうだけでなく、流域内の交流
をコントロールしていたことを推測させる
ものである。 
 これらに加えて、インガタンボおよびイェ
ルマ遺跡出土資料の年代測定結果によれば、
ペルー北部で紀元前800年ごろとされてきた
形成期後期の開始が、紀元前 750 年ごろに変
化する可能性が示唆された。形成期後期は、
アンデスにおいて大きな社会変化が生じた
時期とされるため、その年代には十分な注意
が払われる必要がある。 
 
（４）総括 
当初予期していなかった上述の様々なデ

ータを獲得したことによってえられた主な
知見および仮説は以下の通りである。 
 
① ワンカバンバ川流域では、形成期におい

て、複数の神殿が存在したものの、地域
間交流の中心はあくまでインガタンボで
あった 

② ワンカバンバ川流域において、インガタ
ンボ以外の神殿は、小集団の統合の中心
として機能を特化させていた。また、流
域内の諸神殿は、規模や立地などに応じ
てその役割が異なっていた 
 

 これまでの調査によって、神殿における建
設活動や祭祀活動と、地域間交流とが密接に
関連していることは、明白である。 
 しかし、形成期のワンカバンバ流域内に存
在した多様な社会的状況を明らかにし、神殿
をめぐる諸活動と地域間交流との動態的相
互関係をより詳細にとらえていくには、流域
内の他の小規模神殿遺跡だけでなく、社会的
統合かつ交流の中心となるインガタンボ遺
跡でさらなる調査を続けていくことが重要
であると考えられる。 
 さらに、年代測定によって浮かびあがった
形成期後期に関する編年の問題については、
今後、ペルー北部一帯の諸遺跡との比較検討
をもとに、取り組んでいく必要がある。 
 本研究でえられた成果に関しては、その都
度国内外で刊行・発表してきたが、そのイン
パクトは大きく、十分な評価をうけており、
さらなる調査の継続と成果の出版が期待さ
れている。 
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